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令和５年度 受賞企業

大企業 製造事業者・輸入事業者部門 中小企業 製造事業者・輸入事業者部門

技術総括・保安審議官賞

● 株式会社オージーケーカブト

● コンビ株式会社

優良賞（審査委員会賞）

● 寿精版印刷株式会社

● シマ株式会社

● 丸栄タオル株式会社

中小企業 小売販売事業者部門

技術総括・保安審議官賞

● てくのハウス株式会社

経済産業大臣賞

● リンナイ株式会社

優良賞（審査委員会賞）

● 株式会社LIXIL
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２．表彰制度の概要
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製品安全対策優良企業表彰とは

経済産業省が、企業や団体の、製品安全への

優れた取組を募集し、表彰する制度です。

●社内のルールや仕組みの元で、実際に行われている取組を重要視します。
●製品自体の安全性を評価するものではありません。

審査のポイント（何を審査するか？）

製品安全を確保するための体制を審査するとともに、
特に優れた取組に重点を置いて審査します。
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審査における考え方

●人が作る以上、事故はゼロにならない
（人は必ずミスをする）

●事故が起きた後に、消費者の立場に立って、
真摯にスピーディーに対応することが大切

・過去の製品事故やリコールなどの有無は問いません。

・事故やトラブルの経験を糧に、どのように取組を改善したか、

どのように体制を整備しているかなどを確認します。
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３．審査基準 4つの視点
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審査基準：一次審査、二次審査の評価方法

1. ４つの視点（特別賞は２つの視点）に関する取組が
総合的に優れている企業・団体

2. ４つの視点（特別賞は２つの視点）いずれかにおいて
卓越した取組を行っている企業・団体

取組の先進性、積極性、意欲性等の観点で
優れた企業・団体を選出します。
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審査基準
＜４つの視点 ＞

安全な製品を
製造・輸入（仕入・販売）

するための取組

製品を安全に
使用してもらうための取組

出荷後に安全上の問題が
判明した際の取組

製品安全
文化構築への取組

製造事業者・輸入事業者部門
小売販売事業者部門

視点1 視点２

視点３ 視点４

※ 令和2年(2020年)4月1日から審査時点までの約3年間の製品安全に対する取組を
評価対象期間とします。
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審査基準
＜２つの視点＞

製品の安全を
確保・支援するための取組 製品安全文化構築への取組

特別賞

視点1 視点２

※ 令和2年(2020年) 4月1日から審査時点までの約3年間の製品安全に対する取組を
評価対象期間とします。
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■ 今年度は以下の取組を特に加点評価。

・ 誤使用による製品事故の未然防止に向けた取組

・ サイレントチェンジ対策をはじめとした

製品安全実現に向けたサプライチェーン全体の管理

例:一次取引先に対し二次・三次の調達先に対するモニタリングを契約で義務付け

・ 高齢者、子どもの製品事故の未然防止に向けた取組

例:高齢者の身体的特徴や認知的特徴、使用環境等を踏まえたリスクアセスメントの実施

・ 情報技術等の新技術を活かした製品安全の実現、
それらの新技術がもたらす課題への対応

今年度の注目ポイント
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遠隔診断
保守による
製品監視

製品を安全に
使用してもらうための取組

出荷後に安全上の問題が
判明した際の取組

製品安全
文化構築への取組

サプライヤー
表彰制度

新技術
採用による
安全性向上

利用者行動
分析で

ニーズ把握
リスクアセス
メント手法
開発と運用

最悪事態を
想定した
試験実施

社外との
連携強化

他業種との
製品安全
文化醸成

サプライ
チェーン

全体の協力
体制

地域と協力
した啓発

活動

顧客との
コミュニケー
ション確保

業界全体で
の安全性

向上

視点1 視点2

視点4視点3

IoT・ビックデータを
活用した使用者
情報の収集分析

業界全体を
巻き込んだ
再発防止

ヒューマンエ
ラー発生防
止の取組

資材調達に
おける安全
管理徹底

安全確保に
向けた施工業
者との連携

リモート
制御による
事故防止

人材育成と
技術継承の

取り組み

原因究明と
再発防止の

徹底

セカンド
ユーザー登録

安全な製品を
製造・輸入（仕入・販売）

するための取組

厳格な異物
除去・混入

防止

Q&Aによる
誤使用防止
の情報提供

製品安全
情報の社内
共有推進

グループ
社員向け
安全教育

原因究明の
ための解析

技術

受賞企業の評価ポイント（製造・輸入事業者）
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IoT製品の
安全確保

カスタマーセン
ターの設置

海外拠点
監査員の

育成

IoT技術
によるデータ

収集

部品レベル
でのトレーサ

ビリティ

ネットによる
情報発信

オンライン
教育の
充実化

モニタリング
による

リスク検証

動画による
正しい使い
方の発信

アンケートはがき
による不具合
情報の収集

経営トップ
主導の安全
意識の浸透

顧客情報の
データベースに
よる一元管理

迅速な社内
情報共有

今年度
追加事項

異業種の事
故対応を踏
まえた取組

社会的責任
を踏まえた製

品開発

修理受付時にお
ける誤使用事故

防止の取組

小中学校
における啓
発活動
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取引先の
啓発活動

グループ企
業の品質
基準構築

業界全体の
安全レベル
をリード

自社・取引
先の人材

育成

苦情処理
情報の

有効利用

安全性重視
の商品化

顧客との双
方向コミュニ
ケーション

使用者視点
による取扱
製品選定

使用者への
丁寧な安全
情報提供

加盟店含め
た情報共有
と人材育成

家庭向け総
合メンテナン
スサービス

事故発生
情報の

全社共有

安全な製品を
製造・輸入（仕入・販売）

するための取組

出荷後に安全上の問題が
判明した際の取組

製品安全
文化構築への取組

視点1 視点2

視点4視点3

リスクアセス
メントによる
リコール判断

仕入れプロ
セスの規定

化

技術評価の
徹底と事故

防止策

販売前の訪
問下見サー
ビス実施

製品安全文
化定着を図
る情報提供

社員向け製
品安全技術
研修の強化

製品を安全に
使用してもらうための取組

購入履歴と
日常業務で
安全を提供

顧客の声を
メーカーに

提供

全社リスク
管理体制の

構築

品質トラブ
ルナレッジの

共有

技術評価会
の海外拠点
への展開

製品安全責
任者配置と
権限明確化

Web等活
用による安
全情報発信

故障データ
分析に基づ
く顧客対応

製品安全を
企業経営の
原動力に

製品安全意
識向上のた
めの展示会

受賞企業の評価ポイント（小売販売事業者）

回収の
素早い

意思決定

力量の
定量評価

メーカーへ
の改善提言

IoT技術
による遠隔
での見守り

高齢者を
意識した
製品選定

モニタリング
によるリス
ク検証

顧客の声を
メーカーへ

フィードバック
小学校での
出前授業

顧客情報の
データベース
一元管理

会員情報に
よる対象者
絞り込み

アプリによる
情報通知

今年度
追加事項

メーカーから
の研修生受

け入れ
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４．企業・団体の声
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審査を受けた企業・団体の声

⚫ （フィードバックに）審査委員のダイレクトな評価が書かれているので参考になった。

⚫ （フィードバックが）具体的に書かれていて参考になった。

⚫ （フィードバックを通じ）客観的に意見を頂き、改めて気づく点があった。

⚫ （フィードバックを通じ）改善内容を具体的に教えていただきありがとうございました。

⚫ （今後の再応募に向け）相談会に臨むことができる大事な資料となった。
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受賞企業の声

⚫ 事業部門への活動事例の共有を進めており、製品安全の視点で自部門の活動を

振り返る機会になっている。

⚫ 製品安全への意識について再確認できた。

⚫ 我々自身が気づけない視点で客観的なご意見をいただけたこと。

⚫ 他社から弊社の製品安全活動に関する問合せを受けた。

⚫ 製品安全の意識がより高まりました。

⚫ 関係各社様から電報をいただいたり、お褒めの言葉をいただいた。

⚫ 取引先から問合せを受け、製品安全活動に関する理解を深めて頂いた。
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５．個別相談のご案内
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個別相談会のご案内

◼ ウェブ会議システムを用いたオンラインまたは電話での
個別相談会を開催します（通年）。

◼ 応募にあたって気になる点や、書類作成上のお悩み、
アピールすべきポイントなどお気軽にご相談ください。

◼ 申込はメールにて受け付けます。
◼ 回数に制限はありません。何度でもご相談ください。

＜個別相談会の申込窓口＞
メールアドレス：ps_award2022@ms-ad-hd.com
※ 事前予約制・先着順受付・参加無料
※ 1回最大30分
※ 件名を「個別相談会申込」とし、本文に以下をご記入ください。
①会社名、②住所、③電話番号、④参加者の氏名（複数可）、
⑤参加者のメールアドレス、⑥ご希望の日時（第3希望まで）
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ご清聴ありがとうございました。

問い合わせ先

製品安全対策優良企業表彰（ＰＳアワード）事務局
MS&ADインターリスク総研（株） リスクマネジメント第三部

危機管理・コンプライアンスグループ

担当：鶴田、戸田、熱田
メールアドレス：ps_award2022@ms-ad-hd.com

電話：03-5296-8912


